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２ 

「参画と協働」　力をあわせてよりよいまちに 

　６月１８日、議会定例会において福崎町自治基本条例が可

決され、７月１日に施行されました。 

　この条例を町民・議会・町が共有して、町民が主体の「参

画と協働によるまちづくり」を推進していきます。 

条例全文、制定までの取り組みなど、詳しい情報はホームページでご覧ください。 
HPアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/useful/h_１２/index.html

　福崎町のまちづくりに関わる町民・議会・町

が力を合わせて、よりよいまちにしていくため

の基本的なルールを定めたものです。 

自治基本条例ってなに？ 

　まちづくりを進めるための基本的事項が書か

れています。 

・「町民・議会・町長等」の役割や責務 

・３つの基本原則「情報共有の原則」「参画の

原則」「協働の原則」 

・計画的に町政運営を行うために「総合計画」

を策定すること 

・「参画と協働」による町政運営を推進すること 

・「効率的で効果的な町政運営」、「危機管理」、

「説明責任」など 

どんなことが書かれているの？ 

　地方分権、少子高齢化やグローバル化の進展

により、町の果たすべき責任と役割が大きくなり、

自らの考えと責任において、創意工夫をこらし、

地域の実情に即したまちづくりを進めることが

必要となっています。そこで、町民、議会、町

が「自分たちのまちは自分たちでつくる」とい

う意識を共有し、よりよいまちづくりを進める

ための基本的なルールが必要となりました。 

なぜ自治基本条例が必要なの？ 

　まちづくりのルールが決められることで、地

域の課題を町民同士、町民と町とが協力して解

決しやすくなり、町政に参画する仕組みが整う

ことで、町民のみなさんの意向を適切に反映し

た町政運営ができるようになります。 

自治基本条例によってどうなるの？ 

平成２６年度事業着手を　 
　　　　　　めざします 
平成２６年度事業着手を　 
　　　　　　めざします 

福崎駅周辺整備 福崎駅周辺整備 福崎駅周辺整備 福崎駅周辺整備 

　町としては、平成２６～３０年度の５年間で、駅前広場整備と、

それに伴う県道甘地福崎線の付替え部分の拡幅整備を行いたい

と考えており、国に予算要望する予定です。 

　県には、町の整備とあわせて、県道甘地福崎線の町付替え部分北

側の未改良区間の拡幅整備を求めています。このうち、特に整備が

急がれる福崎高校東踏切までの間については、来年度の事業着手を

求めています。 

　今年度中に駅前広場と県道甘地福崎線の道路計画をとりまとめる

ため、今後、県と調整しながら、現地測量、道路詳細設計を行います。 

福崎駅前の状況 

県道甘地福崎線の状況（福崎高校東踏切付近） 



　福崎町では、家庭や職場だけでなく、地域からも
交通事故をなくすため、毎年、町内１地区をモデル
地区に指定し、福崎警察署、福崎町交通安全対策会
議の協力のもと、年間を通じて交通安全対策事業を
行っています。昭和５３年の開始以降、町内全３３地区
を一巡し、現在二巡目に入っています。 
　前回、モデル地区第３号であった井ノ口区が再び
モデル地区の指定を受け、７月７日に恵美須神社で
交通安全祈願祭が行われました。交通事故がなくな
ることを願って、児童が交通安全の誓いを述べまし
た。 
　交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践にご
協力をお願いします。 

（住民生活課） 

9月13日（金）18：30～ 9月13日（金）18：30～ 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（８月１７日～９月４日） 

おはなし会 

8月17日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
9月4日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

8月24日（土） 
14：00～ 

「ピーターパンの　 
　　冒険（後編）」 

資料整理日 9月5日（木） 休館 

５００本のキャンドルの 
灯るなかでのミニコンサート 
５００本のキャンドルの 
灯るなかでのミニコンサート 
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　６月２３日、市川町で「平

成２５年度生涯スポーツ指導

者講習会・中播磨地区スポ

ーツ推進委員研究協議会」

が開催されました。 

　その席上で、満田泰敏さ

んが、平成２５年度中播磨ス

ポーツ推進委員功労者表彰

を受賞されました。 

　この賞は、スポーツ推進委員を１０年以上続けられ、

地域におけるスポーツの健全な普及発展に貢献し、

顕著な功績をあげられた方に贈られるものです。

満田さんは、各種大会の企画・運営や自己研さん

に励まれ、福崎町のスポーツ振興に大きく貢献さ

れています。 

　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（社会教育課） 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書11冊　　児童書5冊 
「夢幻花」　　　　　　　東野　圭吾 
「わりなき恋」　　　　　岸　　惠子 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　今月（８／２０～９／１９）のボランティア活動予定を

お知らせします。ぜひご参加ください。 

みどりのグループ 

　８月２１日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 

　９月４日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

　９月１８日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 

ココロンクラブ 

　８月３１日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

地域で取り組む　　　　 
交通安全モデル地区事業 
地域で取り組む　　　　 
交通安全モデル地区事業 
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　６月３０日、神河町立神崎小学校で「第４回神崎
郡消防操法大会」が開催されました。 
　各町の大会を勝ち抜いた、小型動力ポンプの部
６隊、自動車ポンプの部４隊の計１０隊が熱戦を繰
り広げました。福崎町からは、小型動力ポンプの
部に庄分団と福田分団、自動車ポンプの部に新町
分団が出場しました。その結果、庄分団が優勝、
福田分団が第３位という輝かしい成績をおさめま
した。 
　成績は次のとおり。 

（住民生活課） 

第４回神崎郡消防操法大会 第４９回福崎町子ども会球技大会 
　７月６日、福崎小学校で「第４９回福崎町子ども
会球技大会」が開催されました。 
　各校区を代表したソフトボールとバレーボール
のそれぞれ９チームが、優勝をめざして熱戦を繰
り広げました。 
　成績は次のとおり。 

（社会教育課） 

【ソフトボールの部】 
優　勝　井ノ北・加治
　　　谷子ども会 

準優勝　馬田子ども会 
第３位　庄子ども会　 

【バレーボールの部】 
優　勝　福田子ども会 
準優勝　馬田・出屋敷

　　子ども会 
第３位　余田子ども会 【小型動力ポンプの部】 

優　勝　庄分団（福崎町） 
準優勝　作畑新田分団（神河町） 
第３位　福田分団（福崎町） 
 

【自動車ポンプの部】 
優　勝　越知分団（神河町） 
準優勝　大畑分団（神河町） 

▲福田分団 

　庄分団 ▲
 

　５月上旬に植え付けしたツノナスは、ただ今、
大人の背丈くらいにまで大きくなってきました。 
黄色になる前のツノナスもすてきですよ。 ～ツノナスの今～ 

ナ
ス
と
同
じ
紫
色
の
小
さ
な
花
が 

咲
き
ま
し
た
（
６
月
２５
日
撮
影
） 

黄
色
に
な
る
前
の
実
は
緑
色
を 

し
て
い
ま
す
（
７
月
１９
日
撮
影
） 

井ノ北・加治谷子ども会 

福田子ども会 

　今後とも消防団へのご声
援、ご協力をよろしくお願
いします。 



５ 

　５、６月にみなさんから総額２４６万６,５２４円の社
資をお寄せいただき、全額を日本赤十字社兵庫県
支部へ納めました。 
　日赤社資は、災害発生時の医療救護のための活
動資金や、救急法の講習会の実施などに役立てら
れます。 
　今後とも、日本赤十字社活動へのご理解・ご支
援をよろしくお願いします。 

（福崎町分区） 

日赤社資  

　今年度の募金総額は１０５万９,１５９円となりまし

た。この緑の募金全額を公益社団法人兵庫県緑

化推進協会に送金しました。今後、その半額が「緑

の募金事業交付金」として町に交付されますので、

保育所、幼稚園、小・中学校等の町内施設の緑

化推進に活用させていただきます。 

　今後とも、ご協力をよろしくお願いします。 

（農林振興課） 

緑の募金  

９
月
敬
老
月
間
の
ご
案

９
月
敬
老
月
間
の
ご
案
内 
９
月
敬
老
月
間
の
ご
案
内 

日
時
　
９
月
４
日（
水
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜（
開
場
１３
時
） 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー 

入
場
料
　
無
料 

内
容
　
漫
才
・
曲
芸
・
浪
曲 

※
詳
細
は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
２
） 

　
９
月
の
高
齢
者
福
祉
月
間
中
に

文
化
施
設
な
ど
の
入
場
が
無
料
に

な
る
「
西
播
磨
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ー

ド
」
を
配
布
し
ま
す
。 

対
象
者
　
今
年
度
で
満
６５
歳
に
な

ら
れ
る
方 

※
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
通
し

て
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。 

※
そ
れ
以
外
の
方
は
、
健
康
福
祉

課
で
配
布
し
ま
す
。
生
年
月
日

が
わ
か
る
も
の
を
持
っ
て
窓
口

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

使
用
期
間
　
９
月
１
日
〜
３０
日 

※
カ
ー
ド
は
毎
年
利
用
で
き
ま
す
。 

利
用
対
象
施
設
　
姫
路
城
・
好
古

園
・
姫
路
市
立
動
物
園
・
姫
路
文

学
館
・
名
古
山
霊
苑
仏
舎
利
塔

な
ど 

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
！ 

老
人
芸
能
慰
安
会 

西
播
磨
レ
イ
ン
ボ
ー 

カ
ー
ド
を
配
布 

長寿祝金 
　平成２５年度の長寿祝金を、
９月に自治会を通じて支給
します。 

生年月日 

 

金額 

昭和１０.９.１７～ 

昭和１１.９.１６ 

大正１３.９.１７～ 

大正１４.９.１６ 

年齢 

７７歳 

８８歳 

１万円 

２万円 

（対象者） 

ご協力ありがとうございました 

≪材料≫（４人分） 
もちむぎ素麺　４束　　　　エリンギ　２本 
豚薄切り肉　　１００ｇ　　　オクラ　　６本 
玉ねぎ　　　　１５０ｇ　　　ごま油　　大２ 
人参　　　　　１００ｇ　　　麺つゆ　　適量 
しいたけ　　　４枚　　　　かつお節　適宜 

≪作り方≫ 
１．もちむぎ素麺はかためにゆであげ、よく水洗いし、
ザルにとり水気を切る。 

２．豚肉は２㎝幅に切る。玉ねぎはくし型切り、人参
はせん切り、しいたけ・エリンギは薄切りにする。
オクラはゆでて小口切りにする。 

３．フライパンにごま油を熱し、豚肉・玉ねぎ・人参・
しいたけ・エリンギの順に加えて炒める。 

４．もちむぎ素麺、オクラを加えて麺つゆで味付けする。 
５．器に盛り、かつお節をのせる。 



福崎町 

　
道
徳
で
「
同
じ
地
球
の
子
ど
も

た
ち
」
を
学
習
し
ま
し
た
。
私
は

と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

日
本
で
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
、
他
の
国
で
は
当
た

り
前
じ
ゃ
な
い
こ
と
が
、
わ
か
り

ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ

と
は
、
土
の
中
に
地
雷
が
た
く
さ

ん
埋
ま
っ
て
い
る
国
が
あ
る
こ
と

で
す
。
日
常
の
生
活
を
し
て
い
る

時
に
、
田
や
畑
や
道
に
埋
め
て
あ

る
地
雷
に
触
れ
る
と
そ
れ
だ
け
で
、

足
や
手
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う･･･

。

そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し
た
だ
け
で
、

私
は
怖
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
住
ん
で
い
る
日
本
で
は
、

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
次
に
私
が
び
っ
く
り
し
た
こ
と

は
、
ゴ
ミ
の
中
で
生
活
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
で
す
。

生
活
も
そ
の
中
で
、
仕
事
も
ゴ
ミ

の
中
か
ら
お
金
に
換
え
ら
れ
る
も

の
を
探
し
回
る
、
そ
ん
な
生
活
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
な
ん
て
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の
中
を
あ

さ
っ
て
鉄
な
ど
を
見
つ
け
て
い
る

写
真
が
あ
り
ま
し
た
。
売
っ
て
も

わ
ず
か
な
お
金
に
し
か
な
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
そ
れ
を
売
っ
て
生
活

を
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

ん
で
す
。
私
は
心
の
中
で
思
わ
ず
、

（
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
と
い

う
ね
ん
。
）
と
叫
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。 

　
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
状
態
で
す
。

で
も
こ
の
子
た
ち
は
、
今
日
を
生

き
る
の
に
必
死
で
す
。
日
本
は
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
裕
福
な
国
で

す
。
家
族
や
友
だ
ち
に
囲
ま
れ
て

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に

は
、
か
わ
い
そ
う
と
い
う
言
葉
は

簡
単
に
使
え
な
い
気
が
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
幸
せ
な
こ
と
に
毎
日

不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

で
も
こ
う
し
て
学
習
し
て
み
る
と
、

世
界
中
に
は
た
く
さ
ん
の
貧
し
い

国
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。 

　
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
ん

だ
ろ
う
。
お
な
じ
地
球
の
住
人
な

の
に
こ
ん
な
に
差
が
あ
る
の
は
お

か
し
い
。
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

不
自
由
し
て
い
な
い
こ
と
が
幸
せ

と
は
限
ら
な
い
。
私
た
ち
だ
っ
て

い
ろ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
恵
ま
れ
て
い

る
私
た
ち
に
、
な
に
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
私
は
せ
め
て
、
ユ
ニ
セ
フ
や
募

金
活
動
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
協
力

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
同
じ
地
球
号
に
乗
っ
て
い

る
人
間
同
士
、
助
け
合
う
社
会
を

ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
け
る
の
か

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
同
じ
地
球
の
子
ど
も
た
ち
」 

を
学
習
し
て 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
） 

大
井
麻
由 

八千種小学校４年（当時）　小松玲菜 

福崎小学校４年（当時）　粟田琴音 

高岡小学校１年（当時）　松井悠莉乃 

見
つ
け
よ
う
　
一
人
一
人
の 

　
や
さ
し
さ
を 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

藤
原
一
樹 

勇
気
出
し
　
手
を
差
し
出
し
て 

　
あ
ふ
れ
る
笑
顔 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
） 

松
本
夏
実 

あ
な
た
に
は
　
味
方
が
か
な
ら
ず 

　
い
る
ん
だ
よ 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　 

村
上
雄
紀 

し
あ
わ
せ
は
　
あ
り
が
と
う
か
ら

　
は
じ
ま
る
よ 

福
崎
小
学
校
３
年
（
当
時
） 

後
藤
佑
月 

６ 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
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サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 



放
射
能
を
考
え
る 

　
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
６８
年
が
経
ち
ま
し
た
。
以
来

「
ノ
ー
モ
ア
原
爆
」
の
叫
び
が
続

い
て
い
ま
す
。 

　
今
か
ら
１
１
０
年
前
の
１
９
０

３
年（
明
治
３６
年
）に
、
キ
ュ
リ
ー

夫
人
が
夫
の
ピ
エ
ー
ル
・
キ
ュ
リ

ー
氏
と
と
も
に
放
射
能
の
研
究
で

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

放
射
能
の
発
見
は
、
２０
世
紀
の
物

理
学
、
生
物
学
、
医
学
な
ど
、
科

学
全
般
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。 

　
同
じ
放
射
能
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
活
用
方
法
の
違
い
に
よ
っ
て
、

人
命
救
助
に
役
立
っ
た
り
、
最
悪

の
殺
傷
兵
器
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
つ
く
っ
た
ノ
ー

ベ
ル
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
発
明
し

た
人
で
す
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
も
そ

の
爆
発
力
の
活
用
方
法
に
よ
っ
て
、

難
工
事
を
手
助
け
す
る
道
具
に
な

っ
た
り
、
戦
争
の
道
具
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
戦
争
の
道
具
に

な
る
こ
と
に
悩
ん
だ
ノ
ー
ベ
ル
は
、

人
類
の
発
展
と
社
会
平
和
に
貢
献

し
た
人
を
励
ま
す
た
め
に
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
つ
く
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
で
も
、

発
見
、
発
明
さ
れ
た
知
識
は
善
悪

両
面
で
利
用
さ
れ
、
そ
の
時
々
の

人
生
観
、
社
会
観
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。 

　
い
ま
、
放
射
能
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
と
し
て
ホ
ッ
ト
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
放
射
能

を
活
用
す
る
原
子
力
発
電
は
安
心
、

安
全
、
安
価
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
マ
イ

ル
、
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
に
よ
っ
て
疑
問
が
起
こ
り
、
福

島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
全
世
界
に

波
紋
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
こ
の
事
故
に
よ
っ
て
放
射

能
に
関
す
る
知
識
が
い
か
に
少
な

く
狭
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
反
省

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
安
全
か

安
価
か
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
勉

強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
望
み
た
い
こ
と
は
、
知
識
や
情

報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
国
、

マ
ス
コ
ミ
、
大
学
、
研
究
者
が
積

極
的
に
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

こ
と
で
す
。
町
図
書
館
も
そ
の
役

割
を
担
当
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
離
れ
て
住
む
高
齢
の
認
知
症
の

父
親
が
１０
日
前
に
訪
問
販
売
業
者

に
言
わ
れ
る
ま
ま
外
壁
塗
装
工
事

の
契
約
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
契
約
書
を
見
る
と
工
事
開

始
日
は
明
後
日
に
な
っ
て
い
る
が

取
消
し
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
今
後

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で

は
と
心
配
し
て
い
る
。 

（
５０
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
に
契
約
の

取
消
し
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
工

事
資
材
や
人
員
の
手
配
は
済
ん
で

い
る
の
で
、
今
日
に
な
っ
て
取
消

し
は
認
め
ら
れ
な
い
と
断
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
契
約
者
の
状
況

を
て
い
ね
い
に
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

業
者
の
厚
意
に
よ
り
契
約
は
取
消

し
で
き
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
人
は
加
齢
と
と
も
に
日
常
生
活

能
力
が
低
下
し
、
不
便
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
場

合
、
判
断
能
力
の
衰
え
だ
け
で
も

十
分
被
害
に
あ
い
や
す
い
の
で
す

が
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
の
な
か
で
は
情
報
弱
者
と
し
て

取
り
残
さ
れ
が
ち
で
す
。 

　
特
定
商
取
引
法
で
は
「
高
齢
者

そ
の
他
の
者
の
判
断
能
力
の
不
足

が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
契
約
を

結
ば
せ
る
こ
と
」
を
違
法
ま
た
は

不
適
正
な
行
為
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
投
資
取
引
一
般
に
お
い
て

も
、
顧
客
の
知
識
・
経
験
・
財
産

の
状
況
を
十
分
に
把
握
し
、
取
引

の
仕
組
み
や
リ
ス
ク
を
理
解
で
き

な
い
人
を
勧
誘
し
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
契
約
の
取
消
し
や

無
効
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
契
約
を
し
た
と
き

に
判
断
能
力
が
な
か
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
の
は
と
て
も
困
難
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
民
法
で
は
成
年
後
見

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
判
断
能

力
不
十
分
者
の
一
定
の
行
為
能
力

を
制
限
す
る
こ
と
で
被
害
を
防
止

し
、
被
害
回
復
に
つ
な
げ
る
手
立

て
と
な
り
ま
す
。 

　
申
立
て
の
で
き
る
人
は
、
本
人
、

配
偶
者
、
四
親
等
以
内
の
親
族
、

区
市
町
村
長
な
ど
で
す
。 

　
仮
に
、
成
年
後
見
人
が
選
出
さ

れ
て
も
、
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
や

お
店
で
洋
服
や
靴
を
買
っ
た
り
す

る
よ
う
な
日
常
生
活
に
必
要
な
範

囲
の
行
動
は
、
本
人
が
自
由
に
で

き
ま
す
。 

　
高
齢
者
の
被
害
防
止
に
家
族
や

地
域
の
人
た
ち
の
見
守
り
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
が
、

あ
わ
せ
て
、
成
年
後
見
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
も
方
策
の
ひ
と
つ
で

す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

判
断
能
力
が
衰
え
て
き
た
 

と
気
づ
い
た
ら
 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

７ 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 



★計画収集の方はカレンダーどおりくみ取りをし
ます。 
 
※くみ取り日には、作業をしやすいようにしてく
ださい。 
・くみ取り口に物を置いたりしないでください。 
・犬を飼っている方は、作業の妨げにならない
所につないでください。 

※くみ取り料は「し尿くみ取り券」で支払ってく
ださい。 

８/１２ 
（月） 

１３ 
（火） 

１５ 
（木） 

１６ 
（金） 

○ 休み 休み 

１４ 
（水） 

休み 休み 

１７ 
（土） 

○ ○ 

１８ 
（日） 

○…くみ取り可 

（計画収集日） 

１９ 
（月） 

○ 
（計画収集日） 

◆し尿くみ取り◆ 

◆ごみの持ち込み◆ 

※埋立ごみの持ち込みは２ｔ車以下に限ります。 
　（１００kgまで３００円、１００kgを超える１０kg毎に３０円） 
※埋立ごみは区長さんの証明『一般廃棄物処理 
　（投棄）申請書』（黄色）をもらっていただき、 
　その申請書と印鑑を持って役場にお越しくだ 
　さい。 

８/１１（日） 

休み 

１２（月） 

○ 

１３（火） 

○ 

１４（水） 

○ 

１５（木） 

○ 

１６（金） 

○ 

１7（土） 

休み 

８/１１（日） 

○ 

１２（月） 

○ 

１３（火） 

休み 

１４（水） 

休み 

１５（木） 

休み 

１６（金） 

○ 

１7（土） 

○ 

【くれさかクリーンセンター】 
★可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・埋立ごみ 

○…持ち込み可 

《受付時間》　８：３０～１２：００ 
　　　　　　１３：００～１６：３０ 

※持ち込みは軽四のみ（１台　１，１００円） 
※区長さんの証明『一般廃棄物処理（投棄）申請 
　書』（白色）をもらっていただき、直接、大貫 
　不燃物中継基地に搬入してください。 

【大貫不燃物中継基地】 
★埋立ごみ 

○…持ち込み可 

《受付時間》　８：３０～１２：００ 
　　　　　　１３：００～１７：００ 

お盆のお知らせ  お盆のお知らせ  

（住民生活課） 

　個人事業税は、所得税や住民税とは別に、個人

で事業を行う方にかかる県税です。忘れずに最寄

りの銀行・郵便局等の金融機関で納付書により納

めましょう！ 

　納税に便利な口座振替制度もぜひご利用くださ

い。 

問い合わせ先　兵庫県姫路県税事務所課税第１課 

　　　　　　　　０７９－２８１－９１２６（直通） 

個人事業税（第1期分）の 
納期限は９月２日 

　パソコン、自動車部品、消火器（未使用）などの

処理困難物が、くれさかクリーンセンターに持ち込

まれるケースが多発しています。これらの物は持ち

込みできませんので、

次の適正な方法で処

理してください。ご

みステーションにも

絶対に出さないでく

ださい。分解しても

出せません。 

 

 

　不用になったパソコンは、製造メーカーが回収、

再資源化しています。回収方法については製造メー

カーの回収窓口にお問い合わせください。なお、回

収するメーカーがないパソコンは「パソコン３Ｒ推

進協会」が有償で回収、再資源化しています。 

　パソコン３Ｒ推進協会 

　　　０３－５２８２－７６８５　　http://www.pc３r.jp/ 

 

 

　購入業者（販売店）や専門業者に引き取ってもら

ってください。 

 

 

　消火器の引き取りを行える消火器販売店で引き取

ってもらってください。 

（住民生活課　内線３７２） 

パソコン 

自動車部品 

消化器（未使用） 

実際に持ち込まれたパソコン 

８ 



９ 

児
童
扶
養
手
当
と
は
？ 

　
母
子
家
庭
の
母
（
父
子
家
庭
の

父
）
や
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
父
母
が
い
て
も
重

度
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
対
象
と
な
る
児
童 

　
１８
歳
ま
で
の
児
童
ま
た
は
２０
歳

未
満
の
障
害
の
あ
る
児
童
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合 

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父（
母
）

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童 

②
父（
母
）が
死
亡
し
た
児
童 

③
父（
母
）が
重
度
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
児
童 

④
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童 

⑤
父（
母
）に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童 

⑥
父（
母
）が
引
き
続
き
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童 

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童 

⑧
そ
の
他
、
父（
母
）が
明
ら
か
で

な
い
児
童 

■
手
当
額 

　
全
額
支
給
の
場
合
４
１
４
３
０

円
／
月
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
？ 

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。 

■
対
象
と
な
る
児
童 

　
２０
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
重
度
障
害
も
し
く
は
中
度
障

害
の
あ
る
児
童 

※
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
児
童
や
年
金
を
受
給
し
て
い

る
児
童
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

■
手
当
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
） 

・
重
度
障
害
５
０
４
０
０
円
／
月 

・
中
度
障
害
３
３
５
７
０
円
／
月 

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
請
求
手
続
き
や
所
得
制
限
な
ど
、

詳
し
く
は
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

住
民
生
活
課
・
児
童
扶
養
手
当
係

（
内
線
３
７
４
） 

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
資
格
が
あ
る
方
は
、

毎
年
８
月
に
受
給
者
と
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
の
現
況
届
が
必
要
で
す
。

７
月
下
旬
に
「
現
況
届
の
お
し
ら
せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

中
に
住
民
生
活
課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。 

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
給
資
格
者
の
方
へ 

子ども・子育て支援新制度に向けて 
「福崎町子ども・子育て会議」を発足 「福崎町子ども・子育て会議」を発足 「福崎町子ども・子育て会議」を発足 
　幼児期の学校教育・保育や、地域の子ども・子
育て支援を総合的に推進するための「子ども・子
育て支援新制度」が平成２７年度にスタートする
予定です。新制度では、消費税引き上げによる増
収分の一部などにより、子ども・子育ての支援を
充実することになっています。 
　このため、福崎町では、８月から「福崎町子ど
も・子育て会議」を発足させ、住民のみなさんの
子育ての状況やニーズを把握し、それにもとづい
た事業計画の策定の準備を進めるなど、新制度に
向けた準備をしていきます。 

　八千種幼児園は、町内で３例目の幼保一体化施

設で、平成２４年度から八千種幼稚園北側の敷地

に計画し、設計を進めてきました。 

　７月１３日に関係者が出席して起工式を行い、

来春完成予定で工事が始まりました。 

①質の高い幼児期の教育・保育を総合的に提
供します。そのため、幼稚園と保育所の良
さをあわせ持つ「認定こども園」の普及を
進めます。 
②待機児童解消のため、保育の受入れ人数を
増やすとともに、子どもが減少傾向にある
地域の保育を支援します。 
③子育て相談や一時預かりの場を増やすなど、
地域の子育てを一層充実させます。 

「子ども・子育て支援新制度」とは 

（学校教育課） 

※詳しくは、内閣府ホームページをご覧ください。 
http://www８.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html

（仮称）八千種幼児園　　 
建設工事が始まりました 
（仮称）八千種幼児園　　 
建設工事が始まりました 

施設概要　鉄筋コンクリート造　平屋建 

床 面 積　５４５．２５㎡ 

工 事 費　１６０，１２５，０００円 

工事期間　平成２５年６月１２日～平成２６年３月２０日 

施 工 者　（株）坪田工務店 
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　福崎町を活性化させるために、 
子どもたちの未来のために、私 
たちができることは何か、とも 
に考えましょう。 
 
日時　8月24日（土）13：30～ 
場所　エルデホール　メインホール 
講師　元警視庁警察官 
　　　子育てアドバイザー　幸島美智子さん 
演題　子どもたちの未来　共に考えてみませんか 
　　　～親と子どもたちの絆をよりいっそう深めるために～ 
※詳しくは、総務課（内線２２１）・社会教育課（内
　線２５７）へ。 

ふくさき町づくり・ 
青少年健全育成講演会開催 
ふくさき町づくり・ 

青少年健全育成講演会開催 

　今年も七種の滝、辻川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施し
ます。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日　９月７日（土）小雨決行 
時　間　午前６：５０集合　午前７：００開始 
集合場所　○福崎地区の方 
　　　　　　　青少年野外活動センター（田口） 
　　　　　○田原・八千種地区の方 
　　　　　　　柳田國男生家・記念館（辻川） 
携行品　手袋・タオル・帽子・鎌・火ばしなど 
　　　　（ごみ袋は当協会で用意します。） 

（福崎町観光協会） 

クリーン作戦のお知らせ クリーン作戦のお知らせ 

日時　９月９日（月）～１５日（日） 
　　　月～金　８：３０～１９：００ 
　　　土・日　１０：００～１７：００ 
電話番号 
　　０５７０－００３－１１０（全国共通・ナビダイヤル） 
相談内容　電話による人権相談 
相談担当者　人権擁護委員・法務局職員 
問い合わせ先 
　神戸地方法務局　人権擁護課　企画係 
　　０７８－３９２－１８２１（内線３４５） 
◎相談は無料で、秘密は厳守します。 

全国一斉「高齢者・障害者 
の人権あんしん相談」　　 

　気象庁はこれまで、大雨、津波、高潮などによ
り重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を
発表して警戒を呼びかけていました。これに加え、
今後は、これらの警報の発表基準をはるかにこえ
る豪雨や大きな津波等が予想される時に、重大な
災害の危険性が高まっていることをお知らせし、
特別な警戒を呼びかけるために、新たに『特別警報』
を発表します。 
　『特別警報』が発表された場合、その地域は、数
十年に一度しかないような非常に危険な状況にな
ります。屋外の状況や、避難指示・勧告等に留意し、
ただちに命を守るための行動をとってください。 
 
『特別警報』の対象とする現象 
・「東日本大震災」の大津波 
・「伊勢湾台風」の高潮 
・「平成２３年台風第１２号」の豪雨　など 
 
詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html 
問い合わせ先　気象庁　神戸海洋気象台　業務課 
　　　　　　　　０７８－２２２－８９０７ 

『特別警報』 
8月から発表を開始 
『特別警報』 

8月から発表を開始 
『特別警報』 

8月から発表を開始 

気象庁からのお知らせ 

●文化センター行事予定（8／20～9／19） 

神崎学園 
日時：８月２２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月１２日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座  
福寿学園 
日時：９月１２日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　９月１９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座  
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：８月２２日（木）　１３：２０～１５：００ 
　場所：文化センター 
　演題：「わたしの、あなたの人権」 
　講師：社会教育指導員　出口雅信  
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：９月６日（金）　１３：３０～１５：００ 
　場所：エルデホール 
　演題：「難病をのりこえて　～光のステージへ～」 
　講師：フルート＆ベース　エスぺランサ  
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。
どうぞ、お越しください。 



地域に学ぶ地域に学ぶ

　今１６年目の「トライやる･ウィーク」を、町内１９４名の２年
生が、７０の事業所にお世話になりました。 
　生徒たちが体験学習ができたのは、現在の厳しい社会情勢の
中で、事業所の方々の受け入れていただいた熱い「思い」や推
進委員の方々の活動等に対してのご支援やご理解があったから
こそです。学校は「敬意」と「感謝」の思いで一杯です。その
ことは、生徒たちが一番感じ取ってくれていると思います。 
　阪神・淡路大震災及び神戸市須磨区の事件以来、体験を通し
て、心の教育に努め、自分の生き方を見つけるよう支援する目
的で始まりましたが、当時の不安をよそに、当然のように実施
されています。しかし、生徒にとって一生に一度のこの体験を
毎年、危機感を持って、熱い思いに立ち返り、永遠に未完成の
「トライやる」に取り組まなければならないと認識していま
す。 
　生徒は、将来に対する不安や、否応なく迫られる進路決定へ
の複雑な思いの中で、目的や目標を見いだせずにいる生徒も少
なくありません。そのような中、この活動は、結論を教え込む
のでなく、活動を通して、人間関係を築き、自分なりの生き方
を見つける「心」を支援するためには大変有意義であります。 
　この体験で、あいさつや礼儀の大切さだけでなく、将来の自
分の職業を決めた生徒もいます。すべての生徒が、その後の生
活に活かしたり、影響を受けています。 
　期間中、１９４名に１９４のドラマがあったと思います。今後の
自分の宝物にしてください。 

　生徒にとっては、分からないことばかりだったでしょう。で
も、「分からない中で、何とかする。」それが「生きる」とい
うことだと思うのです。社会に出ると、大きな壁にぶつかりま
す。乗り越えられない壁の方が多いと思います。乗り越えられ
なくてもいいんです。大事なことは、あきらめず、ウロウロ
と、活動し続けることだと思います。今度、誰かが壁の周りで
ぶつかっていたら、応援してあげてください。 
　家庭では、保護者と生徒が共有できる話題になり、将来の職
業などについて会話が発展したことと思います。多くの人たち
によって支えられた活動であるからこそ意義があると実感して
います。 
　大人にとって５日間というのは、ほんの短い期間に思えます
が、生徒にとっては十分に学ぶことのできた期間といえます。
年齢を重ねるほど月日はあっという間に過ぎゆく感があるよう
に、月日の長さはその人の生きてきた長さに反比例して感じる
ものだといわれています。大人の３分の１か、４分の１ほどの
年齢の生徒にとっては、５日間は大人の３倍にも４倍にも長く
感じたはずです。それだけに大人が思う以上に、多くのことに
感動し、考え、発見することができた中身の濃い日々であった
ことでしょう。 
　最後になりましたが、本年度は希望のなかった受け入れ事業
所の方々には、大変申し訳ありませんでした。心よりお詫びい
たしますとともに、来年度以降も受け入れていただきますよう
切にお願いいたします。 

感謝・感謝・感謝 福崎西中学校長　　橋　渉 
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■今回のトライやる・ウィークで仕事をすることは
大変なんだなということを改めて学びました。こ
れからもこの１週間で経験したことを生かしてい
きたいです。（福崎西中） 
 
■同じことを毎日して、しんどいことを何度も繰り
返してやるのは大変だったけど、それを我慢して
やりぬくことこそ本当の社会人であり、大人なん
だなと思いました。（福崎西中） 

■仕事の厳しさや商品の１つ１つの大切さを学び
ました。部品の組み立てが多く、自分たちが組
み立てた商品を不良品にすると迷惑をかけてし
まうので、慎重にしました。（福崎西中） 

 
■トライやるをやってみて、仕事って大変だなと
思ったけど、同時に、完了した時の達成感が味
わえました。仲間と協力することの大切さと
か、何をするにしても「やるぞ！」という気持
ちがいるということが学べてよかったです。 
　（福崎西中） 

■このトライやる・ウィークで学んだことは、子
どもとの接し方や、保育士という仕事の大変さ
と楽しさです。それぞれの組によって年齢が違
うので、話し方や遊び方も違ってきます。そう
やって子ども一人ひとりに合った接し方を学び
ました。本当にトライやるで体験することがで
きて良かったです。将来、仕事についた時に役
立てたいと思います。（福崎西中） 
 
■指導ボランティアの方はとてもおもしろくて、
でも何事にも真剣で、そんな姿を見て私たちは
とても勉強になりました。本当に感謝の気持ち
でいっぱいです。自分が仕事についた時、トラ
イやる・ウィークの体験を生かせるようにがん
ばります。（福崎東中） 

■もう二度とできないかもしれない貴重な体験で
した。なにより、父母の仕事のある喜び、つら
さを知ることができてよかったです。ほんの１
週間だけでしたが、本当に楽しかったです。 
　（福崎西中） 
 
■はじめはあまりしゃべってくれなかった園児た
ちが、日を重ねるごとに会話が増え、今ではす
ごく仲良くなることができました。普段、普通
に過ごしているだけでは全然わからない大切な
ものをたくさん学びました。（福崎西中） 
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■トライやるは自分の思っていた以上に疲れまし
た。幼稚園では遊ぶことぐらいしかなくてびっ
くりしたけど、すごく楽しかったです。草抜き
など、しんどいこともしたけど、これが仕事な
んだなぁと、お父さん、お母さんの苦労がすご
く分かりました。将来の夢についてすごく参考
になり、よかったです。（福崎西中） 



■私は、このトライやる・ウィークを経て、変わ
ったように思います。特にあいさつや返事をは
きはきとできるようになったと思います。どれ
だけ自分が貴重な体験をしたのかよくわかりま
した。（福崎東中） 
 
■１日目は何をしたらいいのかわからず、一日中
ずっと緊張し、終わった頃にはへとへとになっ
ていました。しかし５日目にはテキパキと自分
で今できること見つけて、そのことをこなせる
ことができたので、成長したなと思うことがで
きました。働くことの大変さを知ることがで
き、お父さんやお母さんへの感謝の心が強くな
りました。（福崎東中） 

■わからないことがたくさんあって大変でした
が、感謝することの大切さや、笑顔の大切さを
知ることができました。また、自分で考えて行
動しなければならない時は、何をするか迷いな
がらも仕事を見つけて取り組めました。大きな
声であいさつをしたり、しっかり返事をした
り、この１週間でたくさんのことを得ました。 
　（福崎東中） 
 
■「働く」ということはとても大切だと思いまし
た。誰かのために、何かのために働くというこ
とは辛く、しんどいこともあります。けど、楽
しかったり、達成感を感じたりできます。そし
てそれは誰かや何かのためじゃなく、すべて自
分のためにもなると思いました。（福崎東中） 

■トライやる・ウィークが終わっていろんなこと
がわかりました。実際体験した中で学んだ「働
く」ということはどういうことなのかや、お金
をかせいで生活するということは大変だなと思
いました。事業所のみなさん、本当にありがと
うございました。（福崎東中） 
 
■仕事をすることはすごく大変なことで、しか
し、そのがんばった後は、ちゃんと結果がつい
てくるということがわかりました。普段では絶
対に体験できないことをたくさん学ぶことがで
きてすごくよかったです。（福崎東中） 
 
■５日間のトライやるを通じて、仕事の厳しさ、
大変さなどを学びました。ほかに、あいさつと
笑顔は大切だなと思いました。この体験をもと
にして、毎日の生活、学校などで生かしていき
たいと思います。（福崎東中） 

■学校では学べないようなことが学べました。事
業所にはたくさんの人が大変な作業をしている
んだなと思いました。働くということは楽しい
けど大変で、お金を使うことは簡単だけど、お
金をかせぐのは大変なんだということがわかり
ました。私はまたこのような機会があったらい
いなと思いました。本当にいい経験になりまし
た。（福崎東中） 
 
■トライやるをする前までは、仕事は大変で、楽
しいとは思いませんでした。でも仕事をしてい
くと、すごく疲れるけど、それと同時に楽しく
感じて１週間では足りないくらいでした。 
　（福崎東中） 
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【事業所の感想】 
■よく動いてくれてとても助かりました。仕事の良いと

ころも悪いところも感じ取ってもらえたのではないか

と思います。仕事を中学生にわかりやすく説明するこ

とは難しいことだと思いました。 

■初めての日は緊張したようすでしたが、５日目にはと

てもいい表情が出てきた２人でした。人前では、立て

膝やあぐらをかかず、正座をするというようなことも

トライやる前に伝えていただいてもよいかと思いま

す。 

■初めのうちは、恥ずかしそうにしている姿も見られま

したが、日を重ねていくにつれて、自分から積極的に

関わる姿が見られ始め、子どもたちと遊びを楽しめて

いたように思いました。日誌も子どもたちとの関わり

の中で学んだことや気づいたことなど･･･毎日ていね

いに書けていたように思いました。 

■もう少し積極的に行動してほしかったです。活動日誌

の書き込み、提出、保護者の感想なし、あいさつな

し、少し怠慢かと思いました。 

■今回来てくださっているみなさんはとても生き生きと

した笑顔で子どもと関わっておられるのが印象的でし

た。言われたことだけでなく、自分からいろいろなこ

とに気づいて取り組んでおられるのでとても助かりま

した。普段の授業ではなかなかできない経験をするこ

とができた１週間だったのではないかなと思います。

今回の経験をこれからに活かしていってくださいね。 

■初めての環境の中で、一生懸命取り組んでくださいま

した。自己を見つめて書いた自己紹介カード、事前の

打ち合わせ、目標を持っての１週間。生徒さんは素直

で意欲的でした。 

■朝早くから来てくれて、作業などよく手伝ってくれま

した。しんどかったと思いますが、嫌な顔せず、楽し

そうにやってくれました。仕事には楽しい（やりがい

のある）ことと嫌なこと両面あると思いますが、前向

きなとらえ方をしてくれているといいなと思います。 

■利用者の方がトライやる生をあたたかく見守ってくだ

さっているのを強く感じました。事業所、学校、家庭

がより連携を密にすることで、よい成果が得られると

思います。 

■トライやる・ウィークでの体験活動を通じて、働くこ

とへの喜びや苦労、そして社会のルールの厳しさに触

れて将来の自分の「生きる力」につながればと願いま

す。 

【保護者の感想】 
■「トライやる・ウィーク」を体験し、働くことの大変

さ、楽しさなどを少しは感じることができたのではな

いかと思います。また、受け入れをしてくださった事

業所の方には、通常の仕事をしながらということで、

お忙しいなか、いろいろな体験をさせていただいたり

指導していただいたりと大変お世話になりました。あ

りがとうございました。（福崎西中） 

■ちゃんと仕事がつとまるだろうか、不安でいっぱいで

したが、毎日、いきいきと仕事内容、お客様とのやり

取りを話すようすを見て、充実した楽しい体験をさせ

ていただいたと大変うれしく思います。また、仕事に

も意欲的な態度を見せるなど、日常では見ることので

きない子どもの一面を見られた有意義な５日間でし

た。（福崎西中） 

■５日間の活動で仕事の大切さやあいさつの大切さなど

を学び、普段の生活の中では体験できないことができ

てよかったと思います。初日から失敗もありました

が、最後までていねいに指導していただき、事業所の

方には大変お世話になり、ありがとうございました。 

　（福崎西中） 

■中学校から離れて５日間、楽しいこと、大変だったこ

と、いろいろありましたが「今日は○○やった。」と

か目を輝かせて子どもとたくさん話ができ、考えさせ

られるものがありました。いつまでも子どもと思って

いましたが、責任を持って１つのことをやりとげるこ

とを目標に、前向きに一生懸命がんばっている姿を見

て、とても嬉しく思いました。社会に出て貴重な経験

をさせていただいた事業所様に感謝しています。あり

がとうございました。（福崎西中） 

■親でも先生でもない大人といっしょに働き、注意され

る体験はそうそうできるものではなく、いい経験にな

りました。間近で働く人を見て、表だけでなく裏方で

働くことの大切さもわかったようです。トライやる・

ウィークは、中学生にとって大人の一歩を踏み出すよ

い勉強の場となったと思います。わが子もこれを機会

に成長してほしいと願います。（福崎東中） 

■このような機会を与えてくださり、大変ありがたく思

っています。接客業を担当させていただき、コミュニ

ケーションが少し苦手な子どもですが、仕事と思い意

識を持てば思っていたよりすんなりと対応ができたと

喜んで帰ってきました。何事も自分で経験し、気付

き、考え、少しずつ成長できればと思っています。 

　（福崎東中） 

■事業所の方に大変お世話になりました。事業所の担当

の方も中学生の時、トライやるを経験されたそうで

す。その時のお返しのつもりで、子どもたちに大変よ

くしていただいたようです。このような良い循環が継

続できていることは大変すばらしいことだと思いま

す。（福崎東中） 

■普通では体験できないことを、トライやる・ウィーク

のおかげで貴重な体験をさせていただき、本人もひと

まわり大きく成長したように思います。また、人様の

親切、思いやりを感じ、失敗を乗り越えることも学ん

だようです。すてきな学習をありがとうございまし

た。（福崎東中） 

１４ 
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〜
福
崎
の
身
近
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史
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〜
福
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史
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史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
　
研
究
員
　
　 

井
上
　
舞 

『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』の
著
述
と
、
播
磨
の
人
々 

　
今
年
も
、
山
桃
忌
の
季
節
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
に
根

ざ
し
た
播
磨
国
風
土
記
の
魅
力
」

で
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
今
回

は
、
井
上
通
泰
が
著
し
た
『
播
磨

国
風
土
記
新
考
』
と
そ
の
協
力
者

に
つ
い
て
、
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
井
上
通
泰
が
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
、
大
正
１４
年
の
こ
と
で
す
。

実
は
、
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
は
、
弟
の
柳
田
國
男
で
し
た
。 

　
あ
る
日
の
こ
と
、
國
男
が
通
泰

の
も
と
を
訪
れ
て
、
「
風
土
記
の

研
究
は
文
学
・
歴
史
学
・
地
理
学

な
ど
の
知
識
が
必
要
だ
か
ら
と
て

も
難
し
い
け
れ
ど
、
あ
な
た
は
幸

い
に
文
学
と
歴
史
学
に
造
詣
が
深

い
し
、
播
磨
の
生
ま
れ
で
地
理
の

研
究
に
も
便
宜
が
あ
る
か
ら
、
是

非
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
」
と

風
土
記
の
研
究
を
勧
め
た
の
で
す
。 

　
通
泰
は
、
早
速
研
究
に
取
り
か

か
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
は
風

土
記
の
研
究
が
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で

な
く
、
参
考
書
は
お
ろ
か
、
研
究

の
基
本
と
な
る
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
本
文
さ
え
、
な
か
な
か
手

に
入
ら
な
い
よ
う
な
有
様
で
し
た
。

ま
た
、
地
理
の
研
究
は
、
通
泰
が

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
な

い
分
野
で
し
た
。
し
か
も
、
播
磨

の
生
ま
れ
と
い
っ
て
も
、
通
泰
が

播
磨
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
幼
少

の
頃
と
、
眼
科
医
と
な
っ
て
姫
路

の
病
院
に
赴
任
し
て
い
た
数
年
間

だ
け
で
、
決
し
て
播
磨
の
地
理
に

詳
し
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。 

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
通
泰
は
そ
れ
ま
で
自
分
が

築
い
て
き
た
人
脈
を
頼
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
自
ら
が
主
催

し
て
い
た
「
南
天
荘
同
人
会
」
の

会
報
上
で
、
風
土
記
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
資

料
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
告
知

し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、

通
泰
を
慕
う
門
人
た
ち
は
、
こ
ぞ

っ
て
播
磨
関
係
の
書
籍
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
ま
た
、
な
か
な
か
手
に

入
ら
な
か
っ
た
「
播
磨
国
風
土 

記
」
の
注
釈
書
や
現
存
最
古
の
写

本
（
三
条
西
家
本
）
の
写
真
版
も

門
人
た
ち
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
い

ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
播
磨
の
地
理
を
研
究

す
る
た
め
に
、
播
磨
出
身
者
の
力

を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
当

時
、
東
京
に
は
「
播
州
会
」
と
い

う
、
在
京
の
播
磨
出
身
者
の
連
絡

会
が
あ
り
ま
し
た
。
通
泰
は
こ
の

会
の
設
立
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ

の
後
も
評
議
員
を
務
め
て
い
ま
し

た
。
そ
の
人
脈
を
利
用
し
て
、
在

京
の
播
磨
出
身
者
を
自
邸
に
招
き
、

地
理
や
地
名
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
の
で
す
。
こ
の
取

り
組
み
の
結
果
は
上
々
で
、
大
い

に
参
考
に
な
っ
た
、
と
通
泰
は
書

き
残
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
聞
き
取
り
調
査
が
き
っ
か
け
で
、

東
京
で
は
手
に
入
り
に
く
い
播
磨

の
地
誌
類
も
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
地
理
の
知
識
を
得
た

通
泰
は
、
そ
の
後
も
地
道
に
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
５

年
。
実
に
６
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
が
完
成

し
た
の
で
す
。
同
書
に
示
さ
れ
た

見
解
の
中
に
は
、
現
在
の
研
究
で

も
参
考
に
さ
れ
る
部
分
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
成
果
の

陰
に
は
、
通
泰
自
身
の
努
力
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
播
磨
人
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
人
々
の
協
力
が

あ
っ
た
の
で
す
。 

　
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
を
書

き
あ
げ
た
通
泰
は
、
そ
の
後
も
他

の
風
土
記
や
上
代
の
地
理
に
関
す

る
著
作
を
次
々
と
発
表
し
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
１６
年
の

夏
、
腸
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
半
月

ほ
ど
の
闘
病
の
後
、
８
月
１５
日
に

こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
時
に
７６
歳
。

病
に
倒
れ
る
直
前
ま
で
、
学
問
に

邁
進
し
続
け
た
生
涯
で
し
た
。 

　
最
後
に
通
泰
の
歌
を
一
首
、
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
暑
い
夏
。
来

客
が
な
い
こ
と
を
幸
い
に
、
学
問

に
没
頭
す
る
通
泰
の
姿
が
浮
か
ん

で
き
ま
せ
ん
か
？ 

 

　
暑
け
れ
ば 

　
　
　
人
は
と
ひ
こ
じ 

　
　
　
　
　
け
ふ
も
ま
た 

　
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で 

　
　
　
　
　
書
を
か
き
て
む 

 

　紙芝居でわかりやすく柳田國男の
物語をご紹介します。 

日時　８月１７日（土）１３：３０～１４：３０ 
場所　柳田國男生家 
連絡先　柳田國男・松岡家記念館 

夏休み企画 

「柳田國男と鈴の森神社」 
紙芝居 

ぞ
う
け
い 

な
ん
て
ん
そ
う 

ば
ん
し
ゅ
う
か
い 

ま
い
し
ん 

『播磨国風土記新考』 
『播磨国風土記新考』の直筆原稿 



農業委員会

農業委員会 
だより 

「人・農地プラン」を作成しましょう 

　人と農地の問題を解決するための未来の設計

図です。地域における話し合いによって、集 

落・地域ごとに作成します。営農の形態にあわ

せて、もっと広いエリアでもかまいません。 

○「人と農地の問題」を解決するため次の事項

を決定します 

・今後の中心となる経営体（担い手・法人・集

落営農）はどこか 

・中心となる経営体へどうやって農地を集積す

るか 

・中心となる経営体とそれ以外の農業者を含め

た地域農業のあり方をどうするか 

１６ 

　今、私たちの地域・集落では、農業従事者の高齢化や後継者不足、遊

休農地の増加など多くの課題を抱えています。５年後、１０年後の農業・

農地は誰が守っていくのでしょうか。今のうちから将来に備えて、人と

農地の問題を考えていきましょう。 

「人・農地プラン」とは 「人・農地プラン」のメリット 

○青年就農給付金（経営開始型）を受けられます 

　原則４５歳未満で独立・自営就農する方に年間１５０万

円を最長５年間支援します。 

○農地集積への支援（出し手・受け手）を受けられます 

　農地の出し手に対する支援として「農地集積協力金」

が支払われます。また、農地の受け手に対する支援と

して「規模拡大交付金」の条件が緩和されます。 

問い合わせ先 

農業委員会事務局・農政係 

（農林振興課内・内線３１２・３１３） 

「親子で楽しく調理体験！」 「親子で楽しく調理体験！」 「親子で楽しく調理体験！」 

　高岡幼稚園では「調理体験を通じて、もち麦を中心とした地

産地消への興味・関心を持つ」ということを目標にしています。

先日、PTA家庭教育学級で、親子で調理体験をしました。もち

麦を使用したピザやパン作りを講師の先生に教えていただき、

楽しくお手伝いしながら料理しました。「地産地消」というと、

とても難しく聞こ

えますが、園児た

ちは五感を使って、

そのおいしさに気

づくことができま

した。高岡幼稚園

では野菜を育てて

います。好きな野

菜だけでなく苦手

な野菜も育てるこ

とで、少しでも好

きになるといいで

すね。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

「もち麦入りピザ」の生地を伸ばしていまもち麦入りピザ」の生地を伸ばしていま
す。トライやるウィークの中学生もお手
伝いです。 

「もち麦入りピザ」の生地を伸ばしていま
す。トライやるウィークの中学生もお手
伝いです。 

パン生地を発酵させたり、形成したり、
時間をかけて作ります。 
「どんな形のパンにしようかな～」 

パン生地を発酵させたり、形成したり、
時間をかけて作ります。 
「どんな形のパンにしようかな～」 

地元でとれた野菜を提供していただき、
サラダも調理しました。 
「クッキング、楽しかった！」 
「お母さん、またいっしょに作ろうね！」 



ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 
９月５日（木）　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
親子でいっしょに楽しみます。 
ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 
９月１２日（木）　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　申込不要 

１７ 

　子どもの健康のこと気になりますよね。急な熱
やせき、下痢など心配なことがいっぱいです。「病
院では聞きにくくて・・・」「こんな時はどうすれば？」
など、ちょっとした疑問でもかまいませんので、
気軽に聞いてみませんか？おひさまらんどで子ど
もと遊びながら、小児科の先生を囲んで楽しくお
しゃべりします。すてきなアドバイスがいただけ
ると思いますよ。 
日　時　９月９日（月）　１３：３０～１５：００ 
場　所　おひさまらんど 
講　師　松岡クリニック　松岡智子先生 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
定　員　１５組 
申込先　おひさまらんど 

　縁日遊びをおうちの人といっしょに楽しみまし
ょう。 
日　時　８月２２日（木）　１０：００～１１：００ 
場　所　福崎幼児園 
対　象　３歳以下の子どもとその保護者 
定　員　１０組 
申込先　おひさまらんど 

日　時　８月２０日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　文化センター　1階　和室 
おやつ　トマトのスムージー・季節の果物 

※食べ物アレルギーのある方は申込時に
お知らせください。 
※おやつ代として一人５０円が必要です。 

申込締切　８月１６日（金） 
※同じお部屋で託児をします。 
　お母さん、お茶を飲みながら、しば
しリフレッシュしませんか？ 
（問い合わせ先：ともだちひろば） 

子どもの願い（要求）は、かなえてあげたい！ 
でも、これってワガママな子になるのかな？ 

～子どもの要求の応え方について、　　　 
　　　　　　みんなで考えてみましょう～ 

　お孫さんといっしょに、にこにこひろば
で遊びませんか？ 
日　時　９月３日（火）　１０：００～１１：００ 
場　所　にこにこひろば 
対　象　就学前の子どもとその祖父母 
申込先　にこにこひろば 

おじいちゃん、おばあちゃんの出番ですよ～！ 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 

８月２０日（火） 

文化センター２階　和室 

個別相談員：大内和恵 

※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 



　
町
内
の
小
・
中
学
校
に
扇
風
機

１
３
０
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

寄
附
者
　
福
崎
サ
ル
ビ
ア
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
様 

善
意 

１８ 

お知らせ 

information

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
老
人
福
祉
月
間 

　
風
呂
の
無
料
利
用
に
つ
い
て 

　
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方

は
、
一
人
１
回
に
限
り
、
風
呂
を

無
料
で
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

期
間
　
９
月
１
日
〜
１０
月
１５
日 

※
フ
ロ
ン
ト
で
単
位
ク
ラ
ブ
名
と

名
前
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
だ

け
で
利
用
で
き
ま
す
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
８
月
１５
日
（
木
） 

　
　
８
月
１６
日
（
金
） 

　
　
９
月
１７
日
（
火
） 

　
　
１０
月
１３
日
（
日
） 

　
　
１１
月
１９
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
１１
月
中
の
利
用

は
９
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

　
９
月
は
敬
老
月
間
で
、
町
内
の

地
区
敬
老
会
事
業
を
優
先
予
約
し

ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

★
９
月
の
自
治
会
敬
老
会
に
出
演

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
舞
踊
・
マ
ジ
ッ
ク
・
歌
・
楽
器

演
奏
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。
応
募
は
直
接
「
文
珠
荘
」
へ
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談

会
開
催 

　
兵
庫
県
で
は
、
旧
軍
人
等
を
対

象
に
各
種
恩
給
制
度
の
説
明
及
び

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
予
約
不
要
）。 

日
時
　
９
月
１３
日（
金
） 

　
　
　
１４
時
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
市
市
民
会
館 

　
　
　
第
１
会
議
室 

対
象
者 

①
旧
軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し

て
の
在
職
期
間
が
３
年
以
上
の

方
ま
た
は
そ
の
遺
族 

②
軍
人
期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤

務
関
連
な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受

け
、
現
在
も
こ
れ
ら
傷
病
に
よ

る
後
遺
症
の
あ
る
方 

③
実
在
職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い

が
軍
人
期
間
の
あ
る
方
ま
た
は

そ
の
遺
族 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
社
会
援
護
課
恩
給
援
護
係 

　
０
７
８
・
３
６
２
・
３
２
０
４ 
  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

短
期
コ
ー
ス
後
期
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス 

・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス 

　
（
定
員
各
２０
人
） 

対
象
者
　
求
職
中
の
方 

訓
練
期
間
　
１０
月
１０
日（
木
）〜 

　
平
成
２６
年
３
月
１２
日（
水
） 

出
願
期
間 

　
８
月
１２
日（
月
）〜
９
月
９
日（
月
） 

授
業
料
　
無
料（
実
費
負
担
あ
り
） 

選
考
日
　
９
月
１３
日（
金
） 

選
考
内
容
　
学
力
試
験
（
国
語
と

数
学
・
各
３０
分
）・
面
接
試
験 

施
設
見
学
説
明
会 

　
８
月
２０
日（
火
）・
９
月
２
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校 

　
　
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７ 

 

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
た
だ
い

ま
平
成
２５
年
度
第
２
学
期（
１０
月

入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目

を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
放
送

大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

８
月
３１
日（
土
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp 

  

ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

開
催 

　
播
但
連
絡
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
に
お
い
て
「
ば
ん
た
ん
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
３
」
を
開
催
し
ま
す
。

中
播
磨
・
但
馬
の
特
産
品
販
売
や

温
泉
宿
泊
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選

企
画
の
ほ
か
、
中
播
磨
・
但
馬
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
登
場
し
ま
す
。

休
日
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

日
時
　
８
月
１１
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜
１３
時 

場
所
　
播
但
連
絡
道
路 

・
朝
来
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
南
行

き
） 

・
市
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
北
行

き
） 

問
い
合
わ
せ
先 

播
但
連
絡
道
路
利
用
促
進
協
議
会 

　
２２
・
４
９
０
０ 

  

兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
、
動
物
の
飼
養

施
設
を
設
け
て
次
の
こ
と
を
さ
れ

て
い
る
方
、
計
画
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
「
第
二
種
動
物
取
扱
業
」

と
し
て
、
県
知
事
へ
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

①
動
物
の
譲
渡
（
里
親
探
し
） 

②
動
物
の
保
管
（
預
か
り
） 

③
動
物
の
貸
出
し 

④
訓
練
（
し
つ
け
方
教
室
・
ト
レ

ー
ナ
ー
） 

⑤
展
示
（
無
料
動
物
園
） 

届
出
期
間 

９
月
１
日
〜
１０
月
３１
日 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
龍
野

支
所 

　
０
７
９
１
・
６３
・
５
１
４
６ 

  

新
規
大
学
卒
業
予
定
者
等
就

職
面
接
相
談
会
「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は
り
ま
」
開
催 

　
西
播
磨
地
域
の
公
共
職
業
安
定

所
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
、
新

規
大
学
等
卒
業
予
定
者
等
と
西
播 



磨
の
企
業
が
一
堂
に
会
す
る
就
職

相
談
面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
８
月
２１
日（
水
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
３
Ｆ
　
鳳
凰
の
間 

対
象 

・
平
成
２６
年
３
月
新
規
大
学
等
卒

業
予
定
者 

・
平
成
２３
年
３
月
以
降
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
を
卒
業

後
、
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た

経
験
が
な
い
者 

実
施
機
関
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路 

問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
　
学
卒
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
６
９
０ 

 

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る

若
者
対
象 

「
自
分
ら
し
い
働
き
方
ヒ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
」
開
催 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え

る
１５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
職
や

進
学
な
ど
進
路
に
関
す
る
相
談
や

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
こ
れ
か
ら
就
労
し

よ
う
と
し
て
い
る
方
、
社
会
人
で

自
分
の
働
き
方
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
方
を
対
象
に
、
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
８
月
２４
日（
土
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

講
師
　
キ
ャ
リ
ア･

コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
　
小
久
保
理
絵
さ
ん 

会
場
　
市
川
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
Ｊ
Ｒ
甘
地
駅
か
ら
北
へ
徒

歩
５
分
） 

申
込
締
切
　
８
月
１７
日（
土
） 

定
員
　
３０
人
（
先
着
順
） 

参
加
費
　
無
料 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
崎
町
、

市
川
町
、
神
河
町
、
兵
庫
県
、

ひ
ょ
う
ご
・
し
ご
と
情
報
広
場 

申
し
込
み
先 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
９
１
５
１ 

１９ 

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
６
月
１６
日
、
兵
庫
県
立
武
道
館

で
「
第
２４
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
柔
道
交
歓
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
小
学
５
年
生
の
部（
参
加
５７
人
）

で
、
福
崎
小
学
校
の
常
　
司
竜
さ

ん
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

★
柔
道
教
室
で
は
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

対
象
　
保
育
園
児
以
上
の
男
女 

練
習
日 

・
毎
週
日
曜
日
　
９
時
３０
分
〜 

・
毎
週
水
曜
日
　
１９
時
３０
分
〜 

※
詳
細
は
、
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
・
難
波
弘
一
（
　
２３
・
０
５

０
１
）
へ
。 

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
６
月
３０
日
、
神
河
町
民
体
育
館

で
神
崎
郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主

催
の
「
第
７
回
６
人
制
親
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
福
崎
町
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
Ａ 

第
３
位
　
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
Ｂ 

            

第
１
回
カ
ヌ
ー
教
室
開
催
！ 

　
６
月
３０
日
、
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
で
「
め
だ
か
の
学
校
」

主
管
の
カ
ヌ
ー
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。 

　
必
死
に
パ
ド
ル
を
操
作
し
、
カ

ヌ
ー
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
体
験

し
、
美
し
い
自
然
の
な
か
で
の
挑

戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ 

優勝した「たんぽぽクラブA」 
のみなさん　　　　　　　　　 

　現在仕事を探している方に、スキルアップを通

じて早期就職をめざすための職業訓練の受講申し

込みを受付しています。最寄りのハローワークに

ご相談ください。 

問い合わせ先　ハローワーク姫路　　０７９・２２２・８６０９ 

ハローワークからのお知らせ 
「求職者支援訓練」申込受付中 　地域づくり活動発表や講演会など、住民同士の

交流の場となるイベントを開催します。 
日時　９月１４日（土）　１０：００～１６：００ 
場所　エルデホール周辺 
○地域づくり講演会　講師：本山一城さん 
　「官兵衛に学ぶ国づくり、地域づくり、人づくり」 
○子育て支援講演会　講師：いちのせかつみさん 
　「爆笑！子どもはお金が好きやねん！今、金銭教育が必要なわけ」 
○流しそうめんなどのグルメテント 
○万華鏡づくりなどの体験コーナー 
○福崎高校吹奏楽部、ギターマンドリン部などに
よるステージイベント 
○忍者サーキットや水遊びなどのキッズコーナー 
　など盛りだくさん！ 
◆主催　福崎町・兵庫県中播磨県民局ほか 
◆問い合わせ先　中播磨県民局　県民室　県民課 
　　　　　　　　　０７９－２８１－９１９７ 

中播磨地域活動交流メッセ 中播磨地域活動交流メッセ 



俳

句

会 

五
月
雨
や
里
の
山
河
を
潤
せ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
五
月
雨
の
夕
に
持
病
の
膝
痛
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

五
月
雨
や
庇
の
深
き
峡
の
家 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

借
り
傘
を
返
す
日
の
無
く
さ
み
だ

る
る
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

音
も
な
く
巨
船
出
港
さ
み
だ
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

石
仏
の
少
し
傾
き
苔
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

名
水
の
し
た
た
る
音
や
苔
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

孫
の
掌
の
十
指
を
透
か
す
蛍
の
火 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

連
れ
の
子
が
先
に
駆
ゆ
く
蛍
狩
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

河
鹿
鳴
く
川
辺
に
宿
の
露
天
風
呂 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

百
合
一
輪
活
け
し
立
居
に
香
の
動

く
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

雨
粒
も
光
れ
る
朝
の
濃
紫
陽
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

夫
の
愚
痴
聞
き
つ
茶
と
出
す
柏
餅 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

紫
陽
花
見
る
順
路
に
並
ぶ
石
仏 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

花
好
き
の
姑
の
残
せ
し
四
葩
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

四
葩
咲
く
門
扉
の
錆
び
し
留
守
の

家
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

眼
は
闇
に
慣
れ
て
見
つ
け
し
初
蛍 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

短

歌

会 

心
あ
つ
く
触
れ
い
し
人
ら
年
ど
し
に
減
り
し
ふ
る
さ

と
に
旅
び
と
め
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

さ
り
げ
な
く
孫
の
さ
し
出
す
熨
斗
袋
は
初
給
料
な
り

眼
う
る
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
し
桜
は
刻
々
と
美
を
変
へ
ゆ
け

り
夕
闇
に
つ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

黄
セ
キ
レ
イ
今
朝
も
大
屋
根
に
止
ま
り
て
い
つ
も
の

位
置
で
仲
間
呼
ぶ
な
り
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 
 

不
如
帰
み
ど
り
の
森
に
し
き
鳴
け
り
病
院
に
て
浴
び

る
十
日
目
の
シ
ャ
ワ
ー
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

新
緑
に
ま
ぶ
し
き
山
裾
盛
り
上
げ
て
被
う
篁
秋
の
色

な
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

携
帯
に
亡
き
義
姉
の
電
話
番
号
を
残
し
と
き
お
り
じ

っ
と
凝
視
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

あ
ぶ
ら
虫
な
す
び
に
胡
瓜
に
蔓
延
す
糖
分
め
あ
て
の

蟻
の
保
護
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

山
の
峰
を
競
り
立
ち
昇
る
初
夏
の
入
道
雲
の
健
気
な

幼
児
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

庭
先
に
咲
く
大
手
鞠
こ
の
年
は
花
の
小
さ
き
そ
の
訳

知
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

鍬
の
柄
に
凭
れ
て
仰
ぐ
夏
の
空
と
ん
ぼ
は
一
瞬
ひ
か

り
に
ま
ぎ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

と
ど 

は
つ
な
つ 

あ 

ね 

み 

つ 

さ
み
だ
れ 

て 

じ
っ
し 

か
じ
か 

こ
あ
じ
さ
い 

つ
ま 

は
は 

よ
ひ
ら 

２０ 

＜注意事項＞ 
・参加料は５００円。（新規参加者はスポーツ保険に別途加入。） 
・申込期間は８月１６日（金）～２８日（水）。印鑑、参加料、保険
料を持って第１体育館（　２２-１１５３）へ。（月曜日休館） 

第2期健康スポーツ教室 
参加者募集！ 

第2期健康スポーツ教室 
参加者募集！ 

一般女性 第１体育館球技室 

第１体育館 
トレーニング室 

第１体育館球技室 

八千種 
研修センター 

一般女性 

誰でも可 

教 室 名 期　間 曜日 場　　所 時　間 対　象 定員 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

健
康
教
室 

リフレッシュ体操教室 

健康ソフトバレー教室 

朝のフィットネス教室 

夜のフィットネス教室 

減量フィットネス教室 

トランポ・ロビックス教室 

い き い き 教 室  

にこにこスポーツ教室 

９月３日～１０月２２日 

９月６日～１０月２５日 

９月４日～１０月２３日 

９月５日～１０月２４日 
 

 

年間通して 

毎火曜日 

毎金曜日 

毎水曜日 

毎木曜日 
 

毎土曜日 

１０：００～１１：４５ 

１０：００～１１：４５ 

１０：１５～１１：４５ 

１８：００～１９：２０ 

１９：３０～２１：００ 

１８：３０～１９：４５ 

１３：３０～１５：００ 

３０人 

３０人 

１５人 

１５人 
 

２５人 

 

９月７日～１１月２日 
（１０/１２を除く） 

第２・４ 
火曜日 
第２・４ 
木曜日 



暑い夏に警戒すべきものといえば…熱中症！ 
　　　　　　　　　　　屋内での熱中症にもご用心 No.304

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

３歳児健診でむし歯のなかったおともだちです。これからも元気な歯、大切にしてね。 

おめでと
う！ 

平成２５年度●前期 

＊敬称略（　）内は保護者名 

「保健センターだより」の内容についてのお問い合わせは、福崎町保健センター（　22－0560）まで 

西光寺 
うえさか　な　　お（明　弘） 
き ば た　う　　み（龍　介） 
き ば た　か ん な（　晃　） 
な か い　ゆ う じ（武　司） 

庄 
いしがき　ひ ま り（清　隆） 
うえむら　か な み（和　徳） 
うえむら　り ょ う（　享　） 
しろたに　み そ ら（博　紀） 

辻　川 
お か だ　は る と（　萩　） 
こ に し　ひ　　な（利　英） 
す ず き　そういちろう（史　明） 
だいもん　そ　　ら（政　人） 
たかはし　み こ と（　惇　） 
も り た　の　　あ（　豪　） 

新　町 
う し お　さ く や（周　平） 
き く た　まさのり（慶　一） 
し み ず　り　　ほ（睦　規） 
やまもと　か な で（　真　） 

西野野垣内 
か　　じ　やすのり（裕　己） 

大　門 
い し だ　し ゅ う（朋　史） 
う し お　み り あ（利　道） 
さ か た　かんさい（　昇　） 
た な か　こ う が（佑　衣） 
は る な　ほ　　の（裕　志） 

山　崎 
さかもと　そうすけ（千　明） 
はしもと　あ つ と（真　吾） 
やまもと　め　　い（英　昭） 

西　野 
と み た　しょうき（浩　司） 
な か の　あ や ね（友　輔） 

田　尻 
あ さ お　ゆ う か（貴　文） 
あらかわ　し　　き（真　伍） 
ご と う　か い り（啓　人） 
つきやま　み ら い（大　祐） 
ないとう　あ い し（健　一） 
はるなが　さ　　ら（代　志） 
ふくなが　ま ひ ろ（陽　一） 
ほりかわ　ひ　　な（和　城） 
や　　お　りゅうのすけ（健太郎） 

馬　田 
ありよし　ゆ ず か（達　洋） 
うえおか　あ や な（茂　和） 
きしもと　け い と（幸　博） 
は ん だ　まさひろ（孝　文） 
ま え だ　えいしん（英　尊） 

田　口 
とうさか　たいよう（翔　太） 
ま る た　み ず き（行　男） 

高　橋 
まつもと　り　　る（　実　） 
まるしま　おうせい（　護　） 

板　坂 
たけもと　りんたろう（博　行） 
やまもと　て ん が（裕　介） 

西　治 
たかはし　てっしょう（竜　二） 
なかのう　けんすけ（智　勝） 

中　島 
たにぐち　そ う ま（真一郎） 
やまもと　あ お い（泰　弘） 

加治谷 
おおつか　も も か（善　仁） 

北　野 
たけはら　こ は く（裕　也） 

福　田 
う え だ　り ょ う（晃一郎） 

桜 
すぎもと　ゆ　　い（容　一） 

南大貫 
ふじもと　り　　こ（　亮　） 

余　田 
はらいかわ　た か ら（琢　彦） 

小　倉 
な ん ば　ゆ　　い（宏　之） 

駅　前 
いがらし　り　　の（　剛　） 
な か い　さ　　や（智　和） 
ぬ ま た　い ぶ き（康　司） 
は ら だ　ゆ　　な（孝　幸） 
ひ　　の　こ う き（孝　明） 
みやうち　さ い ら（勝　也） 

２１ 

吉　田 
さ　　じ　ち ひ ろ（智　広） 
さ　　じ　み ず ほ（智　広） 
た か く　み よ し（　　　） 
ひろおか　り　　く（徹　也） 
フェレイラ　ダヴイ　フクハラ（　　　） 

モンテマイオール 
・オーガスティン 

シルバダニエル 
フクハラ 



　産まれた直後の赤ちゃんは、 

人の顔を見分けることもでき

ないくらいの視力です。とこ

ろが、常にしっかりピントを合わせて物を見ること

によって、徐々に小さな物でも見分ける能力が発達

し３歳前後になると１.０程度の視力になっていま

す。 

　低年齢の子どもは遠視であることが多いのです

が、片目だけに強い遠視があると、その目は視力の

発達が損なわれて弱視になってしまいます。遠視と

は、凸レンズの眼鏡をかけないとピントが合わない

目です。低年齢の子どもは眼球がまだ小さく、網膜

にピントを合わせるために凸レンズが必要な遠視で

あることが多いのです。ただ、低年齢の子どもは調

節する力が強いため、ある程度の遠視であれば調節

する力を使ってピントを合わすことができます。た

だし、調節力でカバーできないような強い遠視があ

ると、その目を使わないでもう片方の遠視が軽度な

目だけを使ってしまうようになってしまいます。こ

のような場合、遠視が強い目は使わなくなるので弱

視になってしまいます。弱視とは、眼鏡やコンタク

トレンズを使っても１.０の指標を見分けることがで

きない状態です。 

　弱視と判明した場合、遠視用の眼鏡を１日中かけ

たうえで、視力の良いほうの目を日に何時間かふさ

いで、弱視の目だけで物を見るような訓練（弱視訓

練）をします。弱視訓練を続けていると、徐々に視

力が改善して１.０まで向上してきます。 

　ただし、 １０歳を過ぎると視力は発育しませんの

で、できるだけ早く弱視を見つけて１０歳までに弱視

訓練を終了しておかねばなりません。８歳や９歳で

中程度以上の弱視が見つかった場合、１０歳までに弱

視が治りきらない場合があります。幼稚園や小学校

低学年での視力検査で視力不良

を指摘された場合は、必ず眼科

受診して弱視でないかを確認す

ることが大切です。 

２２ 

町のせんせい『健康ひとことコラム』 

「弱視」 
田村眼科　田村　忍先生 

あなたの筋肉量や脂肪量のバランスは… 

体内成分バランスのチェックを行いましょう 体内成分バランスのチェックを行いましょう 
　人間の身体は水･タンパク質・脂肪･骨から構成さ

れていますが、これらのバランスが崩れると、肥満･

浮腫などからさまざまな慢性疾患へ移行することが

あります。この検査で体内成分のチェックを行い、

これからの健康づくりや介護予防に役立てましょう。 

　検査は、接触電極を両手に握り、両足で足用電極

の上に立つだけの簡単な検査です。検査結果をもと

に生活指導も行います。ぜひこの機会に測定を受け

ましょう。 

日　　時　９月２日（月）　９：３０～１５：００ 

場　　所　保健センター 

対 象 者　２０歳以上の方ならどなたでも 

分析項目　・フィットネススコア　・筋肉タイプ 

　　　　　・ウエストヒップ比　・体脂肪量 

　　　　　・体水分量　など 

費　　用　無料 

申　　込　８月２８日（水）までに、保健センターへ連絡し

てください（電話可） 

　　　　　（受入人数に限りがありますので、お早めに連

絡ください。） 

募集!!募集!!

　今月号から神崎郡医師会及び神崎郡歯科医師会の協力によ
り、「町のせんせい『ひとこと健康コラム』」を掲載します。
健康に関するさまざまな情報を身近な先生から伝えていただ
きます。お楽しみに！（掲載は偶数月に予定しています。） 

新コーナー 



内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２４.８月生まれの児 

H２５.５月生まれの児 

Ｈ２５.４月生まれの児 

Ｈ２４.１０月生まれの児 

H２２.６・７月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

８/１２（月） 

月～金 

８/２７（火） 
 

８/１２（月） 
 

８/１２（月） 

８/２８（水） 

８/２０（火） 

８/２８（水） 

８/２１（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター8月定例行事予定 

＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・
小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

保健センターだより 

ひ
じ
き
の
ふ
ん
わ
り
焼
き
と
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁 

高
岡
琢
真
く
ん（
福
崎
西
中
学
校
１
年
〈
当
時
〉
）の
作
品 

 
材料　・ひじき大さじ１　・おくら５本 
　　　・納豆１パック　　・玉子１個 
　　　・かつおぶし１袋　・ちりめんじゃこ大さじ２ 
作り方　①ひじきを水でもどす。 
　　　　②おくらを塩もみしてゆでる。 
　　　　③②のおくらをみじん切りにする。 
　　　　④納豆をまぜる 
　　　　⑤玉子をまぜる 
　　　　⑥①③④⑤と、かつおぶし、ちりめんじゃこ

を混ぜ合わせて両面とも焼く。 
 
 
 
材料　・かつおぶし適量　・だしこんぶ適量 
　　　・水６００ml　　　　・わかめ適量 
　　　・油あげ１／２枚　・人参１／５本 
　　　・玉ねぎ１／４個　・しろな適量 
　　　・きのこ適量　　　・みそ適量 
作り方　①水の中にかつおぶし、こんぶを入れてだし

を取る。 
　　　　②①の中に、きのこ、油あげ、人参、玉ねぎ

を入れて煮る。 
　　　　③煮えたら、みそ、わかめ、しろなを入れる。 

ひじきのふんわり焼き 

具だくさんみそ汁 

　
メ
イ
ン
の
ひ
じ
き
の
ふ
ん
わ
り
焼

き
は
、
量
が
少
な
い
割
に
、
栄
養
た

く
さ
ん
！
ひ
じ
き
を
水
で
も
ど
し
た

り
、
み
そ
汁
の
だ
し
を
と
る
の
を
前

も
っ
て
し
て
お
け
ば
、
時
間
も
あ
ま

り
か
か
ら
ず
に
サ
サ
ッ
と
で
き
ま
す
！ 

朝ごはん 
レシピ⑨ 

２３ 

※野菜は冷蔵庫に余っている物でもよい。 

　夏も元気な子どもたちが、食の思い出づくり
として、いずみ会員さんと協力して「キッズふ
れあい健康喫茶｣を開店します。 
　小学生のみなさんが、手作り料理に挑戦する
だけでなく、おもてなしを体験します。 
　福崎町特産「もちむぎ」を使ったお楽しみメ
ニューで、みなさんのお越しを 
お待ちしています。 
　どなたでもご利用いただけます 
ので、お誘いあわせのうえ、お気 
軽にご来店ください。 

なつやすみ！ 
キッズふれあい健康喫茶 

開店のおしらせ 

開 店 日　第１回　８月８日（木） 
　　　　　第２回　８月２７日（火） 
開店時間　１１：００～１３：００ 
開店場所　保健センター２階 
料 金 表　ふれあいランチ　３００円 
　　　　　ドリンク　無料 

１日限定６０食 

要予約 

適切な予防をすれば防ぐことができます！ 
●温度に気をくばろう 
　暑さに敏感になり、今いるところ、これから
行くところの温度を温度計や天気予報で知るよ
うにしましょう。 
●水分を持ち歩こう 
　水分補給が肝心！のどが渇く前に飲む、こま
めに飲むなど、意識的な水分補給をしましょう。 
●休息をとろう 
　疲れている時は熱中症にかかりやすいので、
眠れる工夫をするなど、休息をとるようにしま
しょう。 
●栄養をとろう 
　バランスよく食べること、朝ごはんをしっか
り食べることが大切です。 
●声をかけ合おう 
　体力がないお年寄りや子どもは熱中症にかか
りやすいので、家族やご近所同士で「水分とっ
てる？」「少し休んだほうがいいよ。」など、声
をかけ合いましょう。 

予約締切日　第１回　８月６日（火） 
　　　　　　第２回　８月２２日（木） 
　　保健センター　　２２－０５６０ 

要予約 要予約 



　
柳
田
國
男
生
家
の
裏
に
あ
る
、
記
念
館
か
ら
鈴
ノ
森
神

社
に
至
る
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
短
歌
が
書
か
れ
た
プ
レ

ー
ト
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
こ
の

「
短
歌
の
森
」
で
は
、
山
桃
忌
奉
賛
短
歌
祭
に
応
募
さ
れ

た
短
歌
の
中
か
ら
、
毎
年
１
つ
ず
つ
吊
る
さ
れ
、
現
在
は

３０
近
く
の
短
歌
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
６１
年
か
ら

平
成
元
年
ま
で
は
町
長
賞
を
受
賞
し
た
短
歌
、
平
成
２
年
以
降
は
通
泰
賞
の
短
歌

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
通
泰
賞
は
、
医
師
で
あ
り
な
が
ら
も
短
歌
に
秀
で
、
当
時
の
皇
后
陛
下
に
万
葉

集
の
講
義
を
さ
れ
る
な
ど
宮
中
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
松
岡
家
の
三
男
、
井
上
通
泰

か
ら
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
没
後
５０
年
を
記
念
し
偲
ぶ
意
味
で
、
第
５
回
目
に
通
泰

賞
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
短
歌
祭
は
、
和
歌
に
親
愛
の
情
が
深
か
っ
た
柳
田
國

男
、
井
上
通
泰
２
人
の
命
日
に
近
い
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
こ
の

森
に
新
た
な
短
歌
が
仲
間
入
り
す
る
予
定
で
す
。 

　
辻
川
山
の
山
頂
に
向
か
う
途
中
に
は
、
短
歌
祭
の
受

賞
作
品
以
外
に
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
短
歌
な
ど
に
も

出
会
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
短
歌
に
ふ
れ
、
私
た
ち
も
一

首
詠
ん
で
み
ま
し
た
。 

「
故
郷
の
　
草
刈
り
終
え
て
　
さ
わ
や
か
な
　
気
持
ち

に
な
っ
て
　
明
日
も
仕
事
へ
」 

（
玉
田
誠
司
・
大
西
岳
・
樋
口
碧
・
大
杉
真
希
） 

◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２５年６月末現在 

７，２５６世帯 
９，３３３人　 
２５人　 
１２人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５５２人 
１０，２１９人 
３４人 
１２人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
７
月
３
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
、
３
歳
よ
い
歯
の

お
祝
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
元
気
な
ち
び
っ
こ
た

ち
が
大
集
合
！ 

　
親
か
ら
子
へ
の
メ
ダ
ル
贈
呈
・
む
し
歯
予
防
の
話

の
後
、
親
子
会
劇
団
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
よ
る
人
形
劇

な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
の
な
い
歯
、
大
切
に
し
て
ね
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

つ 

ふ
る
さ
と 


